
分倍河原駅周辺まちづくり協議会の開催報告 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

          

               
             
               
        

             

 

  

      

   
   

    
        

   

                   
                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６回～７回にぎわい検討部会の開催 

※平成 30 年より休止していたにぎわい検討部会を再開 
 
【第６回】…令和６年７月開催 
●にぎわい検討部会の構成員について 
●地元要望・まちの課題の共有 
●今後の進め方について 
 
【第 7回】…令和６年９月開催 
●当地区の現況について 
●事例の紹介 

 

資料１ 

第２０回～２２回まちづくり協議会の開催 

 
【第 20回】…令和 5年 11 月開催 

●分倍河原駅周辺まちづくりの考え方 

（溜まり空間スロープ・バリアフリー等） 
 
⇒駅前整備の考え方について共有 
  
【第 21回、22回】…令和 6年 3月、5月開催 
●まちづくりの進捗状況 
●にぎわいづくりと今後の検討体制 
 
⇒駅周辺におけるさらなるにぎわい創出の必要性を共有 

⇒にぎわい検討部会の再開へ 

 

 

 
※まちづくり協議会とは… 

 

分倍河原駅周辺のまちづくりに関 

する検討、協議及び提案を行うため、 

地元の自治会や商店会等によって組 

織されている。 

平成 30年度にまちづくり提案書 

を市に提出していただいており、市 

と一体でまちづくりを進めている。 

 

 駅前整備の考え方について 

●にぎわい検討部会の進め方のイメージ 

溜まり空間の高低差処理やバリア

フリーについて具体的に解説し、整備

への理解を深めるため開催した。 

駅前溜まり空間の整備の考え方に

ついてまちづくり協議会の同意をい

ただいた。 

また、「駅前の整備により店舗数が

減った後、どのように商店街を活性

化していくのかについても話し合う

必要がある」等の意見があった。 

※にぎわい検討部会とは… 
 

まちづくり協議会に設置された部会で、 

近隣商店会、商業施設管理会社等で構成 

している。 

商店街及び商業施設のにぎわい創出に 

関する検討を行う。 

 

 

 

 

 

駅周辺におけるにぎわいの創出について 

第 6 回～7 回 
 
・地区の現況分析 
・事例の共有 
・取り組みの方向性の整理 
 

※地元主体の会議となるため、進め方は変更となる可能性があります。 

 

第９回以降 
 

・短期的、中期的、長期的
取り組みの決定 

・役割分担の整理 
・市のサポートの共有 

第８回 
 

・事例の共有 
・短期的、中期的、長期的
取り組みの検討 

 今ここ！ 

 

 

商店街 

分倍河原駅 

大型商業施設 

第 6 回～7 回の主なご意見 

 

 

＜商店街関係者のご意見＞ 
 

・通勤客がわざわざ立ち寄るほ

ど、喫煙所の利用客が多い。モノ

を売るのも大事だが、スペースを

作ることも重要である。 
 

・異なる性質をもった商店街と大

型商業施設で南北のにぎわいの繋

がりが作れるとよい。 

＜大型商業施設管理者のご意見＞ 
 

・商店街の業種等を詳細に把握

し、商業施設とどのような連携が

可能となるか検討していきたい。 

スタンプラリーの開催も考えら

れる。 

 


